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理事長の挨拶 

私、堀井弘之の兄は、幼い

頃に肺炎(マイコプラズマ)の後

遺症により、ムコ多糖症(ハンタ

ー症候群)Ⅱ型に罹りました、

兄の難病の治療ために、私や両

親、兄本人の気持ちがうまく噛みあ

わず、大変な時期もありましたが、骨髄移植等の治療

が功を奏して、兄の症状は

少しずつ良くなっていきま

した。    

兄は検査入退院を繰り返しつつも、通信大学に通

い、働き始めました。福祉が充実しているという面でも

名の通った大企業に、身体障害者枠で就職したにも

関わらず、兄は身体障害者と言う理由でイジメを受け

４度も退社に追い込まれました。兄の頑張りや優秀さ

をよく知っていた私や両親は、会社の理不尽な仕打

ちに我慢ができず、怒りにいったこともあります。  

兄と私は、職業安定所や就職先での担当者の差別

的な態度から、日本社会で障害者雇用の難しさを知

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、障害者が安心して就職・労働できる社会を

作るための NPO 団体を作ろうと決意しました。私は

NPO 相談窓口へ出向きましたが、ここでも、担当者が

障害者に対する差別的な発言をしたことに、驚くととも

に、怒りが噴き上がりました。この気持ちを活動のバネ

に兄と私は話し合いを重ねましたが、ボランティア団

体を設立する前に、兄(30 歳)は交通事故で、2012 年

10月 29日に亡くなりました 

遺品の整理中、兄が作った詩が引出から出てきま

した。私と違って気性の穏やかな兄は、声を荒げて怒

ることはしないものの、お互いにお互いが思う気持ち

を持った優しい世界に生きたかったと思います。私は

兄の遺志継いでボランティア団体を作ろうと決めまし

た。兄と言う指針を失い、この団体の方向性はまだし

っかりと定まらないところもありますが、新しい仲間と一

緒に、今社会に必要なボランティアとは何か考えてい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

Toshiba   

      

  貧乏暇なし。しがない会社員でしかない私にとって、作家になるという夢を追うにも、ボランティア活動を通して社会
に貢献するにも、時間との戦いになる。先日、同僚とこんな話をした。「今年の桜の開花は遅いねぇ。と言っても、いつも

見に行きたいと思いながら、いつの間にか見頃を逃しちゃってるんだけど」 

 あした有りと思う心のあだ桜  浄土真宗の開祖、親鸞のことばだ。明日もまた見られると思って慢心してると、桜はい

つの間にか散っている。新しい事を始める時期を見計らう暇があれば、とりあえずやってみればいい。特に Entie に参

加している学生連中を見ていると、そう思う。何しろ春は、新しい挑戦にぴったりの季節だ。暖かく動きやすい気候に、

桜も頬を上気させている。 

日本ボランティア研究会 ENTIE って何？  
 

2014年 2月に、堀井弘之君の呼び声で結成したボランティア研究会です。主に、障碍者支援と環境保護、動

物愛護の観点から、人と環境に優しい次世代に必要なボランティア活動とは何かを考えていきます。 

P1.天神橋商店街・堀川戎周辺クリーンプロジェクト   P2.上級救命講習 

P3.認定 NPO法人日本アニマルトラスト訪問          P4.新メンバー紹介、Entie今後の予定 
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 活動メンバーのあいさつ 

 

 

ボランティア研究会 Entie 

鈴木 裕子(すずき ひろこ)  

 初めまして。ボランティア研究

会 Entie副理事長の鈴木裕子

と申します。肩書きは仰々しい

ですが、その実は中小企業勤

続三年目のしがない会社員で

す。 

人を先導したりまとめたりするの

は苦手ですが、文章や絵で人に「何か」を伝えたいと

いつも考えていました。ボランティア研究会に入った

のは、理事長の堀井弘之から、新しくボランティア団

体を設立したいから、機関誌の発行を手伝ってほしい

と言われたのが契機です。 

編集の基礎も知らない素人ですが、自分のメッセ

ージを誰かに伝えるために、他の雑誌社という媒体を

借りようとするのではなく、自分で媒体を作る、という理

事長の発想に心を打たれて、協力を約束しました。こ

れから一緒に活動しようと思ってくださる方は、「一緒

にボランティア研究会 Entieを作る」という気持ちで、メ

ンバーたちを助けていただけると幸いです。 

 

 

 

吉永 愛（よしなが あい） 

初めまして。理事の吉永愛と申

します。周りからは、天然・童顔・

どんくさいって言われます。言わ

れ過ぎて最近では褒め言葉に感

じられるようになりました。くまもん

などの可愛いキャラクターが大好

きで、ご当地キャラの写真を撮る事

と読書が趣味です。 

パソコンの学校に通っているため、それなりに資格

を持っているので、広報誌の編集等にこれを活かして

いきたいと思います。好きな言葉は、「目が前に付い

ているのは、前へ前へと進むためだ」です。私が

Entieに入ったキッカケは、理事長である堀井君に誘

われたことです。私自身、小さい頃から人の役に立ち

たいという思いがあり、高校一年生のとき、夏休みを

利用して、同級生とともに保育園の子どもたちのお世

話をするボランティアに参加した経験があります。その

ときの子どもたちの笑顔が印象に残っていて、人に喜

んでもらえることの嬉しさを実感しました。 

何とは決まらないけど、人の役に立つことがした

い方、私たちと一緒に小さいことから始めてみません

か？あなたの参加をお待ちしています。 

小山 直人（こやま なおと） 

学生理事の小山直人です。僕

は教育の活動に興味があり、海

外ボランティアに参加し、カンボ

ジアの学校で英語や日本語を教

えたことがあります。大学では英

語専門の学科に在籍しており、留

学の経験もあります。また、国際交

流を目的としたゼミに属しており、幅広

く活動しています。Entieでも、広報誌の英訳等、でき

ることは積極的に頑張るつもりです。 

ですが、まだまだ経験が浅いと感じるので、僕はこ

の団体を通して、さらに多くの事を学んでいきたいと

思っています。というか学んでいきます！理事長に声

を掛けてもらい得られた貴重な機械なので、無駄には

しません。今はまだ、将来やりたいことがはっきりしま

せんが、広い視野を持って自分の未来に進む道を決

めたいです。 

 ボランティアには年齢も性別も関係ない。気持ちが

あれば誰だってできる！ぜひ、一緒に活動していきま

しょう！ 

 
 

 

 

 

日下希美(くさか のぞみ)  

私は、守口市に住んでいる

日下希美と申します。 

私は、以前から社会貢献をした

いと思っていましたが、機会を

掴めず、何をしたら良いかも分

かりませんでした。今回、ボラン

ティア研究会 Entieの活動内容のこ

とを、学生時代からの知り合いである理事長から聞き、

理事長のことも知識と行動力のある人柄を信用してい

たので、協力したいと思い、入会しました。 

ボランティア活動の経験は無いですが、積極的に活

動に参加しようと思っているので、宜しくお願いします。 
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動物愛護団体 JCDL訪問   

動物と人を繋げる組織の仕組み 

 

 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 

  
 

2014年４月、動物愛護団体 JCDL(Japan Canine Defence League)にお手伝いに行った。五人のりの乗用車に、私たち日本ボラ

ンティア研究会のメンバーと、寄付のための新聞紙、三キロ弱のペットフード、ハンドソープというささやかな寄付を乗せて。

JCDL は、寄付金だけでなくリアルタイムで不足しているものを、ホームページのトップに経時している。現在、三十頭のワンち

ゃんと八十頭の猫ちゃんが過ごしている JCDLを実際に訪れて、私の怖れは良い意味で裏切られた。もちろん、ここに来る前、

前の飼い主に虐待を受けて人を怖がる子や、病気のためケージから出られず、弱弱しくタオルに蹲る子もいて、心が痛んだが、

大半が存外幸せそうに過ごしていた。尻尾を振ってこちらに寄って来てくれる子も多い。 

 私たちに、施設の案内をしてくれた JCDL の理事長、門田さんは気さくな人で、犬猫の糞のお世話や掃除、給仕のお手伝

いを教えてくれる中、自らの身の上のことも話して下さった。 

施設に居る子を理不尽な不運から守るために、門田さんに求められる労力と熱情も並々ならないものだ。 

 

※《ブログより、一部転載 問合せがあった為、追記文有り》 

施設の運営で一番困ることは何か聞くと、門田さんは「資金」と答えたが、いちばん嬉しいことは何か、と聞くと「やりがいがある

ことですかね」と、強く頷きながら応えた。今はスタッフが二名、アルバイトが二名在籍しており、私たちが見学、ボランティアに行

った日も、同じくボランティアに来ている子が三、四人、入れ替わり立ち代わり施設を出入りしていた。果ては北海道、果ては沖

縄から、HPのボランティア求人広告を見て JCDLを訪れる人がいるらしい。それでも人手はいくらあっても足りない。今は犬猫の

発情時期で、手伝いたい、というだけでなく、「受け入れてほしい」という要求も多い。電話越しに門田さんは怒っていた。「いきな

り七匹も八匹も受け入れてほしいって言われてもね、そんな事してたらウチはあっという間にパンクしちゃいます。他の大きな団

体…××や○○を当たってみてもいいと思いますけど、もっとキツイ事言われると思いますよ」人の病気や事故。利己的な思い

や甘えや怠慢、無知。何気なく生きているだけ信じられないほどの数の命が簡単に吹き飛んでいく。門田さんや動物愛護団体

の頑張りが少しでも報われるように祈る。 

理事長の提案で、日本ボランティア研究会のメンバーは、大阪市消防局が行う

応急処置技能検定講習を受けることになっている。救命講習は、半日の普通救

命講習Ⅰ～Ⅲと、終日の上級救命講習と種類が分かれている。今回メンバー全

員が受講を義務付けられたのは、普通救命講習Ⅰ。 

 三時間の講習で、応急処置の必要性、応急処置の概要、AED 装置の使用方

法を実践的に学ぶ。講習の先生にあたる消防局員の方も、自ら仰っているが、普

段生活する中で、救命の知識が必要になることは滅多にない。受講者も、医療や

教育関係者が多いようだが、とは言え、特に日本のような高齢社会では、脳卒中

や脳梗塞で倒れる人も多いし、これからの季節、熱中症患者も増える。応急救命

の知識やモチベーションを高めて、得をすることはあっても損は無い。 

救命講習を受けると、修了証明書が発行されるが、同じ講習を何度も受けるこ

とも可能である。人口マッサージにはコツが必要になるので、一度受講したあとで

も、何か月か経ったら、もう一度受講しに行くのも良いだろう。 

ṯ ҼП 証 

―消防署で心肺停止状態の人を助ける予行演習 

 

次月 6月 8日に、Entieのメンバーで受講を予定

している上級救命講習は八時間に及んで、普通救

命講習のおさらいをする他、傷病者の管理法、熱病

の手当てや搬送法を学ぶ。休日を AED講習にあて

るのは、なんだか面倒くさい！と思う方も、一度受講

をお勧めしたい。もっともらしい大義名分はいくらも

あるものの、何より人形で人口マッサージの練習を

するのは、良いスポーツになりこれが結構楽しいの

だ。 
 

 

活動の記録 

※実際は消防局員・参加者は人間です。 


